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科 目 名 講 義 概 要 

保健科学総論特殊講義 

保健科学における疾病の予防には、一次予防（健康維持・増進）、二次予防

（早期発見・早期治療）、三次予防（リハビリテーション）の三段階がある。

従来の保健科学は、疾病の治療のみを対象とした二次予防に重点が置かれてき

た。しかしながら、公衆衛生学・生命科学の発展に伴い一次・二次・三次予防

を連結統合した予防医学へとそのフィールドは拡大した。また、保健科学は疾

病を持つ人の精神的問題、家庭的問題など社会福祉の分野にまで密接に関わる

ようになってきた。本科目群では、保健科学に関連する多くの要因について総

論的に学習し、本研究科における各論の講義に寄与することを目的とする。 

機能障害学特殊講義 

「障がい」は多種多様の原因と様態があり、それぞれ医学的のみならず社会的

にも異なる対応が求められている。本科目では、多くの面から「障がい」を分

析し、それらの特異性について学習し、機能矯正学など、多くの共通選択科目

の学習の基礎となるようにしたい。 

機能矯正学特殊講義 

機能矯正学は、歯を主な治療対象とした矯正治療だけでなく、保健科学にお

けるリハビリテーション分野においても、臨床における療法の活動場面におい

て重要である。対象となるのは、身体機能，視覚機能だけでなく、精神機能や

認知機能に支障をきたし、生活に悪影響があるクライアイントである。 

本科目では、認知機能障害における機能矯正に焦点を当て、認知機能障害に

関わる「知覚」を有効活用したリハビリテーションの重要性を学習する。また、

その機能矯正によってクライアントの生活機能がどの様に改善していくのかを

想定した上で、臨床における実践に繋がる根拠のある知識を身につける機会と

する。具体的には、認知障害を有するクライアントに対して、「症状安定へ向け

ての援助」「対人関係の改善」「基本的な日常生活への援助」および「社会生活

への援助」を行う場合、園芸など日常生活になじみ深く興味を持ちやすい技法

を活用することで，クライアント自身が主体的な生活をめざし，より良い社会

生活が営めるよう援助する方法の実用性の検証を加えていく。 

精神医学特殊講義 

保健の重要な局面である精神保健について、今日的意義、ライフサイクルに

おける精神保護の役割、生活の場における精神保健の役割ならびに精神障がい

について学習し、他の種類の障がい、特にその矯正における場合との関連性に

ついての知識の獲得は、問題の解決に大いに応用されるものである。 

機能形態学特殊講義 

人体の構成とその作用を厳密に定義し、機能障がい、能力障がい、社会

的不利の機能形態学的差異、義肢装具の装着における機能再生の生体学的

な相違を正確に把握し、行動能力、動作能力の向上に寄与できる思考能力

を養うことに役立つ学習をする。また、将来発展が期待される人工再生器

官の現状と可能性についての正しい認識の保持に寄与する。 

臨床薬理学特殊講義 

運動系、聴覚系、視覚系の障害においては、いずれも神経系の異常が関

係しており、これらに用いる薬物の知識は必要不可欠なものである。保健

科学領域における薬物に関する教育の機会は非常に少ないので、保健科学

領域での高度な職能教育に非常に重要な神経系に作動する薬物について

学習する。 
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感染症学特殊講義 

感染症は，微生物が引き起こす疾患であり、感染源（病原体）、伝播（感染）

経路、感受性の宿主、の三つの要因が揃った場合に成立する。したがって、感

染症を予防するには、これらの要因の少なくともどれか一つを排除すればよい。

現在、ヒトに感染する病原体は、細菌 538 種、真菌 317 種、ウイルス 208 種、

原虫 57 種を数える。このうち、ウイルスは核酸（遺伝子）をタンパク質の殻が

包んだ粒子であり、生きた細胞の中でのみ増殖する、条件付きの生き物である。

このほか、感染性の蛋白粒子であるプリオンは、遺伝子を持たない病原体であ

る。 ほとんどの感染症が伝染する（うつる）。病原体は増殖し、しかも目に見

えない。したがって、病院・施設はもとより、家庭や社会生活においても、感

染症と病原体に関する正しい知識と適切な対応が求められる。 

免疫学特殊講義 

免疫系の構造ならびに機能について学習し、免疫、誘発された感受性あ

るいはアレルギー、抗原抗体反応について学習することは、生体の周囲、

環境に対するあらゆる反応を理解するのに役立ち、これらの反応に起因す

る多くの障がい原因の解明、予防、回避、機能回復の研究に重要な事項を

学習する。 

機能障害学各論特殊講義 

（大野英治）本邦における子宮体癌は増加の一途である。 

本特殊講義では、子宮体癌の細胞診断につき詳述し、子宮体癌における癌幹

細胞についても解説を加える。 

（竹澤真吾）慢性腎不全患者の原疾患比率は、糖尿病性腎症がトップである。

透析導入時には四肢不自由、視覚障害を伴うことが多く、身体機能低下症例が

ほとんどといえる。また、これら患者は高齢化しており、身体的および精神的

負担も多い。 

（福本安甫）機能障がいをＩＣＦ（国際生活機能分類）による生活機能

障がいの視点からとらえ、ＩＣＦ分類の妥当性の検証とともにそこに存在

する身体的・精神的機能との関係から、生活障がいの本質と関連要因の分

析を試みる機会とする。 

本特殊講義では糖尿病性腎症患者の重複機能障害およびその患者を取り巻

く環境について調査、現状における問題点とその解決方法について学ぶ。 

機能矯正学各論特殊講義 

（福本安甫）機能障害学各論によって得られた知識を基にＩＣＦ分類の

妥当性を検証する方法を検討し、それによって得られたことを根拠として

個々の障がいに対する治療訓練法の効果について考える機会とする。特

に、高齢者の増大に伴って発生頻度が高くなる脳血管障害や痴呆などの

脳・神経系疾患を中心に講義を進める。 

（吉武重徳）主要臓器（循環器、呼吸器、代謝内分泌関連臓器）の障がいをこ

こでは取り扱う。各種臓器機能は低下していくが、その過程が、急性、亜急性

そして、多くは慢性といった経過をたどる。その中で、代償的機転が作用して

維持していくこともある。その変化は徐々に認められることも多く、次の検査、

診断評価、次の治療を必要とするのかを考えることが、個人、家族、社会、医

療経済を含め重要となってくる。 

また、人工臓器、臓器移植といった治療が、諸外国と比較して現状と将来的

にどうあるべきかを個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトさらに、

倫理的配慮について総合的に判断いていく課程を学習する。 

保健科学特殊研究 

研究を行うのに必要な手続きや手法について院生に指導し、院生の研究

の成果を論文として纏める。具体的には、博士論文作成のための先行研究

について指導を行い、学生の思索能力を高める。文献の講読を行いながら、

仮説を立案し、リサーチを行う院生には調査の計画を、文献研究を考えて

いる院生にはその構想を立案させ、その研究の進捗状況に沿って集中的に

必要な指導と援助を行う。 

 


